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はじめに
日本の恐竜化石は過去10年間に，北海道，
岩手，福島，群馬，富山，石川，福井，｜|皮阜≦
福岡，熊本の各道県の中生層から発見された
（長谷川善和ほか，1982,1984,1987；東洋
一，1991；東ほか，1991；福井県立博物館恐
竜化石調査団，1991；岐阜県恐竜化石学術調
査団，1992；Okazaki,Y・’1992;田村実，1991
など)。その中で，足印化石は，富山，石川．
福井，群馬の4県だけで報告されている
（MatsukawaandObata,1985;Azumaand
Takeyama,1991;後藤，1992；など)。
北陸地方には，中生代ジュラ期後期から白
てとり
亜紀前期の地層である手取層群が広範囲に分
布している。その分布範囲は石川，福井，岐
阜を中心とした地域（白山区）と富山，新潟
長野を中心にした地域（立山区）に大きく2
分されている。
手取層群からは，海生および汽水生，淡水
生の軟体動物化石や植物化石が豊富に産出す
*富山市科学文化センター研究業績第131号
る事が古くから知られていたが，脊椎動物化
石についてはほとんど報告されていなかった≦
しかし，1980年代後半に石川，福井両県の手
取層群から相次いで恐竜化石が発見されたこ
とから，恐竜化石の研究が盛んに行われるよ
うになった。しかし，その中で，富山県下で
は最近まで恐竜化石は発見されなかった。そ
こで富山市科学文化センターでは，1990年度
から1992年度までの3年計画で富山県内の恐
竜化石調査を行うことにした。
その結果，1990年11月，富山県上新川郡大
かめがい
山町亀谷の和田川右岸の礁頭で，恐竜の凸型
の足印化石を1個発見することができた（第
1標本)。
その後，1992年5月11日から20日までの期
間，富山市と大山町が共同で，この露頭から
連続歩行の跡である行跡化石の産出を試みた≦
その作業は，足印化石が発見された層準を含
めて周囲27,fを，層理面にそって地層を剥が
す作業だった。
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ここでは1990年から1992年までの調査の結
果，産出した足印化石と周囲の地質について
の概''1各を予報として報告する。
この調査については，平成3年度文部省科
学研究費奨励研究Bの一部を使用した。
なお，この調査にあたり，福井県立博物館
の東洋一主任には，種類の同定や有益な情報
をご教示いただいた。また，中国科学院古脊
椎動物・古人類研究所の董枝明副研究員と国
立科学博物館の富田幸光研究官には足印化石
の|司定についてご指導をいただいた。
さらに，金沢大学理学部地学教室の山田一
雄教授，富山大学教育学部地圏環境講座の宇
井啓高教授からは地質調査に際して多くのご
助力をいただいた。
また，大山町の教育委員会の方々には，共
同調査を行う中で，多くの便宜をはかってい
ただいた。
特に，大山町亀谷地区の元総代の山本峰男
氏，現総代の才木進氏，土地所有者代表の池
田作一氏，また，崖の掘削調査には山本建設
社長の山本弘氏と社員の方々をはじめ地元の
方々に多くのあたたかいご援助をいただいた:、
以上の方々および諸機関に厚くお礼申し上
げる。
図1大'-11町岨谷付近の産出地点
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図2手取層群の地質層序（山田，1988より）
とになる。
しかしながら，この地域には示準化石の産
出がないことや，活断層である牛首断層をは
じめ大小の断l曹で，地層が断ち切れているこ
とから，層序を決定することが困難な場所で
ある。したがって，固結度の特徴や岩相の特
徴から判断すると，固結度が低く，凝灰岩や
石炭層を多くはさむ和佐府互層よりもむしろ
猪谷互層に近いものと思われる。
ところで，この地域の手取層群の堆積環境
について，Okamoto（1985）では，堆積物の
特徴からMiall(1973）に基づくマルコフ解析
を試みた結果，扇状地にみられるような網状
河川と湖の存在を指摘している。
産出層準
富山県下の手取層群の層序は山田一雄
なが
（1988）によると，下位より東坂森累層，長
とがわ
棟川累増,跡津川累層,長尾山牒岩砂岩互層・
白岩川凝灰岩頁岩砂岩互居に区分され，模式
ぃとしろ
地のI曹序の九頭竜亜層群上部，石徹白亜層群
赤岩亜層群下部，赤岩亜層群上部にそれぞれ
対比される（表l）。
今回の足印化石の産出地点の層準は前田四
ぃのたに
郎（1961）では，猪谷互層である。しかし，
Okamoto,K・（1985）による，操種の構成の
特徴から区分された地質図によると，産出の
層準は跡津川累層の和佐府互層に相当するこ
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図3大山町岨谷和田川右岸の露頭
発掘中（1991年5月15日；
産出状況
露頭は層厚1mほどの中粒砂岩と層厚3()cm
ほどの泥岩がくりかえす砂泥互層である。砂
岩は上方細粒化の傾向がある。
今回の足印化石は，中粒砂岩層の下底面に
ある凸型かあるいは砂岩層中にフイルム状に
入った泥の上についた凹型である。
砂岩層は節理が発達し，ブロック状に崩壊
する。また，泥岩層も粘土化が進み，崩壊を
促進させている（図3）。
発掘結果
今回の発掘調査では，足印化石とわかるも
のが10個体ほど産出した。そのほかにも，軟
体動物のはい跡なども産出した。
しかし，1990年に発見された第1標本の延
長からは足印化石は発見できず，行跡につい
ては，今後の調査に持ち越されることとなっ
た。
さて，第1標本については，形態的に非常
にはっきりとした特徴を備えている。
まず，3本指で,足印長37.0cm,足印幅24.5
cmである。また，指間角は21｡（第1I指一第Ⅲ
指)，36°（第ⅡI指一第1V指）と狭い。さらに
第1V指の指球は岩石の欠落のためにわからな
いが，第1I，第ⅡI指には2～3の指球の膨ら
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みが確認できる。
したがって，形状から判断すると，この足
印化石は2足歩行の肉食恐竜（獣脚類）の左
足印と考えられる。
その他の足印に関しては，大小2種類以上
の足印が認められる。大きいものは足印長．
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足印''1昌が30cm前後のものであり，小さいもの
は10cm前後である。この足印の同定に関して
は，今後さらに詳しく調査する必要がある。
まとめ
富山県上新川郡大山町亀谷の和田川右岸の
手取層群から10個体ほどの恐竜足印化石が産
出し，そのうちの第1標本は，形態の特徴か
ら2足歩行の肉食恐竜（獣脚類）である。
その他のものについては今後詳細に調査す
る必要があるが，大小2種類以上の足印が認
められる。
また，今回の調査では，残念ながら行跡は
得られなかった。
北陸地方の恐竜の足印化石は，現在まで白
山区の手取層群からの産出報告がなされてい
るが，富山県を中心とした立山区からの産出
は亀谷が初めてである。このことによって，
手取層群形成時の恐竜の生息範囲がさらに広
がったことになる。
さらに，堆積環境としては，扇状地に見ら
れる網状河川と湖の存在が指摘されている。
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